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選挙について考えてみよう
（開票作業）

外ヶ輪小学校で明るい選挙出前授業

（投票所入場券で受付）

（投票用紙を投かん） （投票前に選挙について学習）

　

令
和
２
年
９
月
23
日
、
外
ヶ
輪
小
学
校

で
「
明
る
い
選
挙
出
前
授
業
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

６
年
生
１
組
32
名
と
２
組
30
名
を
対
象

に
、
将
来
の
有
権
者
で
あ
る
児
童
の
皆
さ

ん
に
、
社
会
の
一
員
で
あ
る
自
覚
を
持
っ

て
も
ら
い
、
政
治
・
選
挙
の
意
義
や
重
要

性
な
ど
を
学
習
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
実
施

し
、
新
発
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
も
お
手

伝
い
を
し
ま
し
た
。

　
「
選
挙
の
は
な
し
」
で
は
、
ビ
デ
オ
や

選
挙
ク
イ
ズ
も
交
え
て
、
選
挙
の
重
要
性

や
選
挙
制
度
等
に
つ
い
て
楽
し
く
学
習
し

ま
し
た
。

　

模
擬
選
挙
で
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
３
人
を

候
補
者
に
見
立
て
て
、
架
空
の
「
外
ヶ
輪

市
長
選
挙
」
を
実
施
し
、
選
挙
公
報
と
候

補
者
応
援
演
説
を
参
考
に
し
て
投
票
を
行

い
、
開
票
作
業
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
選
挙
に
行
く
人

が
す
く
な
く
な
っ
て
い
る
と
し
っ
た
の
で
、

自
分
の
分
だ
け
で
も
確
実
に
投
票
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。」、「
投
票
の
紙
は
特
別

な
紙
だ
と
分
か
り
、
び
っ
く
り
し
た
。」、

「
よ
く
考
え
て
人
を
選
ん
で
国
の
た
め
に

頑
張
っ
て
く
れ
る
人
に
投
票
し
ま
す
。」、

「
選
挙
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
分
か
ら
な
く

て
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
見
聞
き
す
る
だ
け
で

し
た
が
、
出
前
授
業
を
受
け
て
、
18
才
に

な
っ
た
ら
、
選
挙
に
参
加
し
て
、
よ
り
よ

い
町
に
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。」
な
ど
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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『
な
ぜ
選
挙
は

大
切
な
の
で
し
ょ
う
か
？
』

　

私
た
ち
は
皆
、
い
つ
で
も
安
心
で
快

適
な
生
活
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
国
会
に
参
加

し
て
意
見
を
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
を
守
り
、
よ
り

よ
い
社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
私

た
ち
の
意
見
を
実
現
す
る
代
表
者
が
必

要
で
す
。
そ
の
代
表
者
を
決
め
る
の
が

選
挙
で
す
。

　

民
主
主
義
と
は
、
主
権
者
で
あ
る
国

民
が
選
挙
に
よ
っ
て
代
表
者
を
選
び
、

国
民
の
意
思
決
定
を
も
と
に
政
治
が
行

わ
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

選
ば
れ
た
人
は
、
私
た
ち
の
代
表
と

し
て
、
代
表
者
同
士
が
議
会
で
話
し
合

う
な
ど
と
い
う
形
で
政
治
を
行
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
選
挙
を
通
し
て
政
治
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

選
挙
は
有
権
者
が
政
治
に
参
加
す
る

最
も
重
要
な
機
会

で
す
。

　

棄
権
せ
ず
に
大

切
な
一
票
を
投
じ

ま
し
ょ
う
。

『
選
挙
の
基
本
原
則
と
は
？
』

　

民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
は
、
選
挙

が
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
全
て
の
国
民
に
開
か
れ
た
、

自
由
で
公
正
な
選
挙
が
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
国
憲
法
は
選
挙
に
つ
い
て
い
く

つ
か
の
規
定
を
設
け
て
お
り
、
こ
れ
が

基
本
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
　〇

普
通
選
挙

　

選
挙
権
は
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
全

て
の
国
民
に
与
え
ら
れ
ま
す
。

〇
平
等
選
挙

　

性
別
、
財
産
、
学
歴
な
ど
で
差
別
さ

れ
ず
、
全
て
の
国
民
に
平
等
に
一
人
一

票
の
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

〇
秘
密
選
挙

　

誰
が
ど
の
候
補
者
・
政
党
に
投
票
し

た
か
分
か
ら
な
い
よ
う
に
、
投
票
者
の

秘
密
を
守
り
ま
す
。

　
　〇

直
接
選
挙

　

有
権
者
が
直
接
、
自
分
た
ち
の
代
表

者
（
議
員
や
市
町
村
長
、
知
事
な
ど
）

を
選
び
ま
す
。

　　

選
挙
は
こ
れ
ら
の
原
則
の
も
と
、
国

民
の
意
見
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

『
選
挙
権
の
あ
ゆ
み
』

　

私
た
ち
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

る
現
在
の
普
通
選
挙
制
度
を
手
に
入
れ

る
ま
で
に
は
長
い
道
の
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

１
８
８
９
年
（
明
治
22
年
）
２
月
11

日
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
、

翌
年
１
８
９
０
年
（
明
治
23
年
）
7
月

1
日
、
第
1
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が

執
行
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙
権
は
満
25
歳

以
上
の
男
子
で
直
接
国
税
（
地
租
及
び

所
得
税
）
15
円
以
上
を
納
め
る
者
に
限

ら
れ
、
こ
れ
は
全
人
口
の
わ
ず
か
約
１
．

１
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
後
、
制
限
な
し
の
選
挙
権
（
普
通

選
挙
）
を
求
め
る
声
の
高
ま
り
に
よ
り

選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
有
権
者
の
数
は

次
第
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
が
、
納
税

要
件
が
廃
止
さ
れ
、
満
25
歳
以
上
の
す

べ
て
の
男
子
に
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
た

の
は
、
１
９
２
５
年
（
大
正
14
年
）
の

こ
と
で
し
た
。

　

女
性
の
参
政
権
を
求
め
る
声
は
明
治

初
頭
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
女
性
は
法

律
で
政
党
に
加
入
し
た
り
政
治
集
会
に

参
加
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
明
治
末
期
か
ら
誕
生
し
始
め
た
婦

人
団
体
は
、
参
政
権
獲
得
を
訴
え
て
き

ま
し
た
が
、
女
性
に
選
挙
権
が
認
め
ら

れ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終

わ
っ
た
後
の
１
９
４
５
年（
昭
和
20
年
）

の
こ
と
で
し
た
。
年
齢
要
件
が
満
20
歳

以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
男
女
平
等
の

普
通
選
挙
制
度
が
よ
う
や
く
実
現
し
ま

し
た
。　

　

そ
れ
か
ら
70
年
後
、２
０
１
５
年（
平

成
27
年
）
に
年
齢
要
件
が
現
在
の
満
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
先
人
た
ち
の
努
力
が
あ
っ
て
、

現
在
の
私
た
ち
の
選
挙
権
は
あ
る
の
で

す
。

　
選
挙
に
つ
い
て

   
　
　
　
　
考
え
て
み
よ
う

未来をつくる
あなたの一票大切に

東京都選挙管理委員会・東京都明るい選挙推進協議会　「Let’s study 選挙」から

選挙権の変遷 ※
左
図
は
選
挙
法
改
正
後
の
選
挙
の
執
行
年

を
記
載
し
て
い
る
た
め
、
法
改
正
年
と

一
致
し
て
い
ま
せ
ん
。
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市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
生
徒
た
ち
に

選
挙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
選

挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
度
、
市
内
中
学
校
や
高
校
の
生
徒
会
選
挙

の
際
に
実
際
の
選
挙
で
使
用
し
て
い
る
投
票

箱
や
記
載
台
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
小
学
校
1
校
、
中
学
校
10
校
、

高
校
１
校
、
そ
の
他
１
校
、
計
13
校
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。

【
第
四
部
門
・
小
学
生
】
６
年　

船
山
夢
依

（
外
ヶ
輪
）
蒲
澤
菜
　々

笠
原
曉
子　

五
十

嵐
稟
喜
（
御
免
町
）
▽
５
年　

長
谷
川
小
雪

（
外
ヶ
輪
）
五
十
嵐
嘉
月　

小
野
寺
萌
彩
（
御

免
町
）
高
山
心
優
（
東
）
島
谷
七
葉
（
住
吉
）

中
戸
孟　

吉
井
嶺
世（
東
豊
）入
倉
彩
絢（
加

治
川
）　

▽
４
年　

大
針
晴
翔　

樋
口
苺
香

（
外
ヶ
輪
）渡
邊
晴
太　

長
谷
川
文
佳（
猿
橋
）

仁
木
凛
太
郎　

荻
野
遙
華
（
二
葉
）

【
第
五
部
門
・
小
学
生
】
３
年　

広
瀬
岳　

加
藤
結
心
（
外
ヶ
輪
）
今
村
惺　

伊
藤
萌
希

　

町
田
心
和
（
猿
橋
）
遠
藤
柊
哉
（
東
）
齋

藤
心
結　

髙
澤
こ
こ
ろ
（
七
葉
）
田
中
美

緒
（
天
王
）
▽
２
年　

大
倉
和
奏
（
外
ヶ

輪
）
伊
藤
煌
太
（
二
葉
）
小
俣
ほ
た
る
（
東

豊
）
樋
口
彩
良
（
本
田
）　

▽
１
年　

岩
渕

茜
（
外
ヶ
輪
）
松
尾
航
希
（
二
葉
）
星
陽
都

（
住
吉
）
福
島
想
悟
（
東
豊
）

【
第
六
部
門
・
園
児
等
】
石
黒
悠
斗
（
松
浦

保
育
園
）
岩
下
瑞
希　

近
藤
司
（
御
免
町
幼

稚
園
）
五
十
嵐
咲
季
（
加
治
川
幼
稚
園
）
緒

形
聖（
新
発
田
聖
母
こ
ど
も
園
）西
軸
大（
優

の
森
こ
ど
も
園
）
山
野
邉
新
太
郎 

木
下
尚

紀
（
あ
そ
び
の
森
す
み
よ
し
保
育
園
）

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
明
る

い
選
挙
推
進
運
動
」
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
い
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
書
初
め
大
会
も
46
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　

作
品
課
題
は
、「
十
八
歳
選
挙
権
」

や
「
有
権
者
の
声
」、「
明
る
い
選
挙
」、

古
典
の
臨
書
な
ど
、
成
人
か
ら
園
児
ま

で
の
６
部
門
に
７
４
４
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

金
賞
83
点
を
含
む
入
賞
作
品
３
１
０

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）
に

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
入
賞
作
品
を
展

示
し
、
約
６
５
０
人
の
方
に
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
会
役
員
選
挙
の
支
援

　
新
発
田
市
明
る
い
選
挙
推
進

   
　
　
　
市
民
書
初
め
大
会

≪金賞作品の一部≫

　
●
金
賞
入
賞
者(

敬
称
略
）

【
第
一
部
門
・
成
人
】
吉
川
正
子
（
東
新
町
４
）

森
田
俊
子
（
東
新
町
４
）
上
野
美
香
（
新
潟

市
北
区)

本
間
真
澈(

中
央
町
５
）
渡
辺
登

美
子（
中
央
町
５
）竹
内
イ
ツ
子（
五
十
公
野
）

【
第
二
部
門
・
高
校
生
】
小
川
原
利
奈
（
新

発
田
南
３
年
）
池
田
桜　

大
滝
菜
津
季　

桐

生
七
佳　

小
林
和
可
奈　

樋
口
梨
那
（
新
発

田
２
年
）
石
黒
紗
菜
（
豊
栄
２
年
）
山
田
柚

奈 

藤
澤
美
衣
（
新
発
田
１
年
）

【
第
三
部
門
・
中
学
生
】
３
年　

田
邊
皓
晴 

船
山
大
地
（
第
一
）
大
原
陽
南　

小
畑
舞
桜

（
猿
橋
）
▽
２
年　

長
谷
川
侑　

金
子
愛　

上
村
愛
梨
（
本
丸
）
野
澤
結
季　

蒲
澤
世
梛

　

桐
生
菜
々
子　

笠
原
龍
之
介
（
第
一
）
長

谷
川
碧 

齋
藤
拓
海
（
猿
橋
）
野
村
日
向
子

（
東
）
若
月
洸
我
（
佐
々
木
）　

▽
１
年　

仲
川
可
恵　

長
谷
川
瑛
斗　

林
由

佳　

佐
藤
那
菜　

栗
山
か
な
め
（
第
一
）
今

村
舞
花　

相
馬
杏
羽　

町
田
和
音
（
猿
橋
）

石
川
翔
太
郎　

澤
村
理
子
（
七
葉
）

  

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の

　
　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

新
発
田
市
明
る
い
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

水
島
明
子

　

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
三
密
を
避
け

な
が
ら
の
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
選
挙
啓
発
は
経

験
し
た
事
が
な
い
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
三

密
を
避
け
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
よ
う
な
中
、
ど
の
よ
う
に
皆
様

に
政
治
に
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
有
権

者
の
皆
様
に
は
密
を
避
け
な
が
ら
公
正
で
公

明
な
投
票
を
呼
び
か
け
て
い
く
活
動
が
出
来

る
の
か
が
問
題
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
若
年
層
の
投
票
率
の
低
下

が
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は

有
権
者
の
皆
様
が
一
票
の
大
切
さ
を
感
じ

て
、
投
票
率
が
上
が
る
啓
発
事
業
を
展
開
し

て
い
か
ね
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

若
年
層
の
投
票
率
向
上
の
た
め
に
、
県
選

挙
管
理
委
員
会
の
事
業
を
新
発
田
市
選
挙
管

理
委
員
会
の
も
と
お
手
伝
い
し
て
小
・
中
学

校
で
の
啓
発
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
は
コ
ロ
ナ
で
実
施
さ
れ
な
い
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
頃
に
は
コ

ロ
ナ
も
落
ち
着
き
い
つ
も
通
り
の
啓
発
活
動

が
出
来
、
有
権
者
の
皆
様
が
心
配
な
く
投
票

出
来
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。



〔4〕

　
「
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
明
推
協
）」

は
、
①
選
挙
違
反
の
な
い
き
れ
い
な
選
挙
が

行
わ
れ
る
こ
と
、
②
有
権
者
が
こ
ぞ
っ
て
投

票
に
参
加
す
る
こ
と
、
③
有
権
者
が
普
段
か

ら
政
治
と
選
挙
に
関
心
を
持
ち
、
候
補
者
の

人
物
や
政
見
、
政
党
の
政
策
な
ど
を
見
る
眼

を
養
う
こ
と
を
目
標
に
、
全
国
約
８
万
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
と
も
に
活
動
し
て

い
る
団
体
で
す
。

　

私
た
ち
国
民
が
、
買
収
や
供
応
と

い
っ
た
選
挙
犯
罪
や
、
義
理
人
情
な
ど

に
よ
る
ゆ
が
ん
だ
選
挙
を
排
し
、
選
挙

が
公
正
か
つ
適
正
に
行
わ
れ
、
私
た
ち

の
意
思
が
政
治
に
正
し
く
反
映
さ
れ
る

選
挙
を
「
明
る
い
選
挙
」
と
い
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
明
る
い
選
挙
」
を

す
す
め
る
た
め
の
運
動
が
「
明
る
い
選

挙
推
進
運
動
」
で
す
。
こ
の
運
動
は
、

私
た
ち
の
一
票
が
正
し
く
投
票
さ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
同
時
に
国

民
一
人
ひ
と
り
の
政
治
に
対
す
る
関
心

と
意
義
を
深
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

新
発
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、

随
時
推
進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

民
主
政
治
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、

新
発
田
市
に
お
け
る
選
挙
人
の
政
治
意
識
の

高
揚
に
務
め
、
明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、「
総
務
」、「
啓
発
」、「
広

報
」、「
研
修
」
の
４
部
会
で
構
成
し
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
部
会

副
部
会
長
　
五
十
嵐  

ミ
ネ

組 

織
推
進
員
募
集

明
る
い
選
挙
と
は

あと
がき

明るい選挙推進協議会

　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や

物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
贈
ら
な
い
！
」

　
　「
求
め
な
い
！
」

　
　
　「
受
け
取
ら
な
い
！
」

　

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　
み
ん
な
で
徹
底
し
よ
う

　
　
　
　
　
　「
三
な
い
運
動
」

　

こ
の
推
進
だ
よ
り
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
選

挙
は
と
て
も
大
切
、
意
義
深
い
も
の
と
理
解
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

香
港
で
の
混
乱
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
軍
事
ク
ー

デ
タ
ー
な
ど
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
が
日
々
入
っ
て

き
ま
す
。
皆
様
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
聞
い
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
も
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
い
つ
起

き
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
選
挙

で
自
分
の
考
え
を
代
弁
し
て
く
れ
る
人
を
し
っ

か
り
選
び
、
投
票
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

歴
史
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
、
本
当
に
平
和
で

暮
ら
し
や
す
い
国
に
し
て
い
く
に
は
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
政
治
に
関
心
を
持

ち
、
選
挙
で
清
き
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

編
集
委
員

　
　

阿
部
あ
つ
子
（
部
会
長
）

　
　

間
狩　

隆
充　
　

関
川　

イ
ク

　
　

佐
野
美
登
理　
　

田
中　

洋
子

令和３年度　任期満了となる選挙

選　挙　名 任期満了年月日
衆議院議員総選挙 令和３年 10月 21日

○
街
頭
啓
発

　
　

選
挙
の
際
に
市
内
の
大
型
店
舗
に
お
い

て
、
市
民
に
啓
発

グ
ッ
ズ
等
を
配
布

し
、
投
票
日
の
周

知
や
投
票
参
加
、

棄
権
防
止
の
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
研
修
会

　

選
挙
等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
を
講
師

に
迎
え
、研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
議
会
傍
聴

　

市
政
や
県
政
に
対
す
る
関
心
を
深

め
、
ま
た
、
議
会
議
員
の
活
動
を
知
る

た
め
県
議
会
や
市
議
会
の
傍
聴
を
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
市
議
会
９
月
定
例
会
の
本
会
議

（
一
般
質
問
）

を
傍
聴
、
参

加
し
た
推
進

員
等
13
名
は

市
長
と
市
議

会
議
員
に
よ

る
真
剣
な
議

論
を
見
守
り

ま
し
た
。

主
な
活
動
内
容

（選挙での啓発活動）（市議会傍聴）


